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1
話
題

　
 新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
 成
人
式
開
催

　
 議
会
だ
よ
り
　
ｖｏｌ．120

　
 中
学
校
の
活
動
紹
介

　
 保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 ほ
か
　



謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す

新年のご挨拶

奈半利町長

齊藤 一孝
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、日
ご
ろ
は
町
政
に
対
し
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
事
業

に
つ
き
ま
し
て
、町
民
の
皆
様
方
に
大
変
な
ご
迷

惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
誠
に
申

し
訳
な
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
、町
民
の
信
頼
回
復
に
向

け
て
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
は
、「
財
政
運
営
戦
略
」に
基

づ
く
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、税
制

改
革
の
議
論
、国
庫
補
助
金
等
の
一
括
交
付
金
化
の

検
討
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。な
か
で
も
、医

療
・
介
護
・
年
金
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
財
政
運
営

は
極
め
て
厳
し
く
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、今
後
の
制
度
改
正
等
特
に
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
は
、「
日
本
一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
」や
教

育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
く
教
育
の
充
実
、南
海

地
震
対
策
の
加
速
化
な
ど
を
中
心
に
、５
つ
の
基

本
政
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、平
成
２２
年
１２
月
に「
人

い
き
い
き
地
域
輝
く
美
し
い
町
な
は
り
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、第
５
次
奈

半
利
町
総
合
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
の

計
画
は
、平
成
２３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
１０
年
間

と
し
、平
成
３２
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
は
、し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
を
め

ざ
し
て
ひ
た
む
き
に
生
き
て
い
る
住
民
を
支
え
、

そ
の
実
現
を
応
援
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
に
は
、住
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、住
民
が
し
あ
わ
せ
を
感
じ
ら
れ

る
質
感
の
高
い
ま
ち
、そ
し
て
、時
代
に
対
応
し
、

た
く
ま
し
く
発
展
し
て
い
く
ま
ち
を
め
ざ
し
ま

す
。そ
の
た
め
に
、住
民
や
企
業
な
ど
と
行
政
が
手

を
つ
な
ぎ
、明
日
を
切
り
拓
い
て
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
、

①
人
と
自
然
が
共
生
し
持
続
的
循
環
型
の
地
域

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
人
と
も
の
が
動
き
輝
い
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ

と
。

③
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、健
や
か
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
。

④
明
日
を
拓
く
人
を
育
み
、独
特
な
文
化
が
育
ま

れ
る
こ
と
。

⑤
地
域
内
外
の
交
流
・
連
携
が
活
発
で
あ
る
こ
と

　

の
五
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、一
次
産
業
を
中
心
と

す
る
産
業
振
興
、特
に
、新
た
な
特
産
品
開
発
に

よ
る
1.5
次
産
業
の
振
興
が
重
要
で
あ
り
、今
後

も
、農
業
者
・
漁
業
者
、そ
し
て
関
係
団
体
、機
関

と
の
協
力
に
よ
る
、足
腰
の
強
い
基
幹
産
業
の
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、雇
用
の
創
出
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、近
い
将
来
必
ず
来
る
と
い
わ
れ
て
い
る

南
海
・
東
南
海
地
震
へ
の
対
応
や
台
風
等
の
災
害

へ
の
備
え
で
あ
り
ま
し
て
、津
波
緊
急
避
難
タ
ワ

ー
の
建
設
や
公
共
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
に

取
り
組
み
、自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
自
助
・
共
助

を
進
め
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、保
健
福
祉
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、健
康
づ
く
り
の
事
業
の

充
実
、健
診
率
の
向
上
に
努
め
る
な
ど
、子
育
て
支

援
や
若
者
定
住
、そ
し
て
高
齢
化
社
会
の
中
で
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、介
護
・
保

健
・
福
祉
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、町
民
の
皆
様
方
の
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
つ
く
る
」を
基
本
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
等
の
盛
ん
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、そ
の
た

め
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、総

合
計
画
に
基
づ
き
各
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、町
民
の
皆
さ
ま
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

祈
念
し
ま
し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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　奈半利町では、1月3日（月）奈半利町民会館を会場に新しく大人の仲間入りをした27人（該当者は男性23人、
女性11人、合計34人）が出席し、奈半利町成人式が盛大に行われました。高知県内では、男子3,830人　女子
3,868人の方が新成人となりました。

　式典では、齊藤町長の式辞をはじめ、教育委員会の南委員長、町議会の木下議長、高知県議会の浜田議員から
激励の言葉を頂きました。新成人を迎えられた皆さんも、身の引き締まる思いで粛々と聞いていました。

　続いて、新成人を代表して、山本光さんが『奈半利町出身者としての誇りを胸に、共に過ごした仲間との絆をこ
れからも大切にしていきたい』と力強く宣誓の言葉を述べました。
　式後、記念撮影を行い、続いて記念行事にて二十歳の抱負や将来の夢を漢字一文字で語っていただきました。

新成人の門出祝う新成人の門出祝う新成人の門出祝う新成人の門出祝う新成人の門出祝う
平成２３年成人式平成２３年成人式平成２３年成人式

新成人の皆さんおめでとうございます。

滑　なはり広報　No.2743



【
男
性
】

礒
部　

貴
博
（
宇　

川
）

枝
澤　

洋
平
（
百　

石
）

太
田　

信
平
（
横　

町
）

改
田　
　

晋
（
上
長
田
）

門
脇　
　

亘
（
平　

松
）

黒
岩　

祐
太
（
樋
ノ
口
）

黒
岩　
　

綾
（
横　

町
）

眞
田　

正
宏
（
中　

里
）

下
村　

広
之
（
樋
ノ
口
）

高
倉　

尚
祥
（
中　

里
）

太
細　

成
人
（
二　

区
）

中
村　

建
尊
（
北
川
村
）

西
本　

孝
平
（
法
恩
寺
）

濵
渦　

慎
哉
（
樋
ノ
口
）

濵
吉　

龍
太
（
五　

区
）

春
山　

恭
佑
（
横　

町
）

細
川　

寛
史
（
六
本
松
）

本
田　
　

裕
（
八　

区
）

家
野
本　

匠
（
横　

町
）

山
本　
　

光
（
法
恩
寺
）

山
脇　

智
也
（
樋
ノ
口
）

米
村　

達
樹
（
二　

区
）

和
田　

康
平
（
法
恩
寺
）

計
23
人

【
女
性
】

佐
川　

芽
衣
（
横　

町
）

白
髪　

千
穂
（
生　

木
）

宗
﨑　

由
依
（
下
長
田
）

土
居　

千
尋
（
加
領
郷
）

田
宮　

可
菜
（
中　

里
）

林
田　

麻
希
（
下
長
田
）

安
岡　

奈
々
（
平　

松
）

山
元
明
日
香
（
立　

町
）

山
本　

綾
菜
（
加
領
郷
）

米
村　

優
里
（
二　

区
）

生
田
か
れ
ん
（
兵
庫
県
）

　

計
11
人

平成23年、奈半利町で大人の仲間入りをされた34人です。

漢字一文字で表すと？二十歳の抱負二十歳の抱負二十歳の抱負二十歳の抱負二十歳の抱負

　成人おめでとうございます。　成人おめでとうございます。
　これからは、一人の独立した人間として、社会的にも法律的にも責任が与えられます。自分を見失わず、責任と自覚をもっ　これからは、一人の独立した人間として、社会的にも法律的にも責任が与えられます。自分を見失わず、責任と自覚をもっ
て、この一文字の決意を今後の糧として大きく花を咲かせてほしいと思います。て、この一文字の決意を今後の糧として大きく花を咲かせてほしいと思います。
　またこの小さな蕾を、家族、職場、そして地域の皆様で大事に育て、奈半利町がきれいな花の町となるよう…願います。　またこの小さな蕾を、家族、職場、そして地域の皆様で大事に育て、奈半利町がきれいな花の町となるよう…願います。

　成人おめでとうございます。
　これからは、一人の独立した人間として、社会的にも法律的にも責任が与えられます。自分を見失わず、責任と自覚をもっ
て、この一文字の決意を今後の糧として大きく花を咲かせてほしいと思います。
　またこの小さな蕾を、家族、職場、そして地域の皆様で大事に育て、奈半利町がきれいな花の町となるよう…願います。
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新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

皆
さ
ん
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
同
僚
議
員
が
中
芸
４
町

村
の
光
ケ
ー
ブ
ル
網
整
備
事
業
で
逮

捕
さ
れ
る
と
い
う
汚
職
事
件
が
起

き
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
多
大
な
ご
迷

惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
事
件
を
重

く
受
け
止
め
、
信
頼
回
復
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

国
際
的
に
は
、
北
朝
鮮
の
延
坪

（
ピ
ョ
ン
ヨ
ン
）
島
砲
撃
で
朝
鮮
半

島
緊
迫
、
欧
州
で
財
政
金
融
危
機
、

通
貨
安
で
先
進
国
と
新
興
国
が
対

立
、
国
内
で
は
、
尖
閣
諸
島
で
中
国

漁
船
が
巡
視
船
に
衝
突
、
参
議
院
で

民
主
党
大
敗
、
宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫

被
害
、
観
測
史
上
最
高
の
猛
暑
記

録
、
多
く
の
所
在
不
明
高
齢
者
判
明

な
ど
平
和
へ
の
不
安
、
社
会
の
歪
み

な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
高
知
県
で
は
、
龍
馬
伝
の

放
送
や
「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
を

中
心
に
空
前
の
高
知
観
光
ブ
ー
ム
で

県
内
各
地
は
大
い
に
沸
き
、
ま
た
、

県
の
産
業
振
興
計
画
の
目
玉
で
あ
る

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ま
る
ご
と
高

知
」
が
東
京
銀
座
に
オ
ー
プ
ン
、
将

来
へ
希
望
を
持
っ
て
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
・
国
内
・
県
内
の

状
況
下
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
奈
半

利
町
と
し
て
は
、
過
疎
化
が
進
む

中
、
都
会
に
は
な
い
自
然
豊
か
で
、

人
情
あ
ふ
れ
る
利
点
を
活
か
し
、
昨

年
制
定
し
ま
し
た
向
こ
う　

年
間
の

１０

町
総
合
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
あ
り
ま
す
「
人
い
き
い
き
地
域
輝

く
協
働
の
町
な
は
り
」
を
今
後
の
取

り
組
み
の
理
念
と
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。

　

特
に
、
町
の
産
業
の
振
興
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
、
住
民
の
暮
ら

し
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
議
会
、
執

行
部
と
も
ど
も
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
一
人
、
そ
し
て
地
域
の
み
ん

な
が
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、
協
働

し
、
輝
く
奈
半
利
町
に
向
け
て
一
歩

一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
議
会
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
町
民
の
皆
様
が

ご
健
康
で
平
穏
な
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
ご
健

勝
・
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

VOL.120
▲消防出初め式（港緑地公園）

木下　清　議長
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◆
補
正
予
算

　

本
定
例
会
に
提
案
さ
れ

た
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
２
会
計
で
審
議
の
結
果
す
べ
て
可

決
さ
れ
た
。　

一
般
会
計
の
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
地
方

交
付
税
２
７
、
１
２
１

千
円
、
国
庫
支
出
金
１

８
、
３
８
２
千
円
、
県

支
出
金
２
５
、
６
４
１

千
円
を
追
加
し
、
町
税

１
０
、
２
４
０
千
円
を

減
額
す
る
も
の
。

　

歳
出
の
主
な
も
の

は
、
総
務
費
４
、
３
３

５
千
円
、
衛
生
費
５
、

５
２
８
千
円
、
土
木
費

１
０
、
３
２
０
千
円
、

消
防
費
３
６
、
９
８
７

千
円
を
追
加
し
、
教
育

費
２
、
０
１
２
千
円
を

減
額
す
る
も
の
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国

保
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
２
１

７
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
５
７
０
、

８
０
８
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
療
養
給
付

費
交
付
金
１
、
１
５
７
千
円
を
追
加

し
、
国
庫
支
出
金
８
７
４
千
円
を
減

額
す
る
も
の
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
健
事
業

費
６
１
４
千
円
、
諸
支
出
金
９
０
２

千
円
を
追
加
し
、
保
険
給
付
費
４
６

５
千
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
７
４

６
千
円
を
減
額
す
る
も
の
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は 

　

「
人
い
き
い
き
地
域
輝
く 

　
　
　

美
し
い
町
な
は
り
」

　　

奈
半
利
町
総
合
計
画

　

こ
の
議
案
は
、
平
成　

年
度
を
初

１３

年
度
と
す
る
現
在
の
第
４
次
奈
半
利

町
総
合
計
画
が
、
平
成　

年
度
で
終

２２

了
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら　

２３

１０

年
間
の
第
５
次
奈
半
利
町
総
合
計
画

を
策
定
す
る
も
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
「
人
い
き
い
き
地
域
輝
く

美
し
い
町
な
は
り
」
と
し
、
行
政
が

住
民
や
企
業
な
ど
と
手
を
つ
な
ぎ
明

日
を
切
り
拓
い
て
い
く
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
内
容
の
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
条
例
の
改
正

　

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
、中
芸
４
町
村
の
光

ケ
ー
ブ
ル
網
整
備
事
業
に
絡
む
汚
職

事
件
に
関
し
、
入
札
情
報
を
漏
ら
し

た
と
し
て
、地
方
公
務
員
法
守
秘
義

務
違
反
で
書
類
送
検
さ
れ
た
職
員
を

減
給　

％
、
１
カ
月
の
懲
戒
処
分
に
、

１０

副
町
長
、
総
務
課
長
を
厳
重
注
意
処

分
と
し
た
こ
と
、
ま
た
、事
業
を
共
同

で
進
め
て
い
る
３
町
村
と
町
民
、そ

し
て
関
係
機
関
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
に
つ
い
て
、町
長
が
自
ら

を
罰
す
る
も
の
で
、報
酬
月
額
を　
１０

％
、１
カ
月
減
額
す
る
も
の
。

問　

山
中
茂
議
員

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
た

の
か
を
究
明
し
、
再
発
防
止
策
も
示

す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
三
年
一
月

議
　
長

　 

木
下
　
　
清

副
議
長

　 

中
川
　
和
明

議
　
員

　 

安
岡
　
規
雄

　
〃
　

　 

竹
内
　
哲
夫

　
〃
　

　 

前
田
　
勝
亀

　
〃
　

　 

竹
﨑﨑
知
之
武

　
〃
　

　 

小
笠
原
　
良

　
〃
　

　 

山
中
　
　
茂

　
〃
　

　 

大
西
　
洋
三
　

　

（
議
席
順
）

12月補正予算の概要　　　　　　　　（単位：千円）

採決結果補正後の額補正額補正会　計　別

賛成者

全員
２，６５０，８７３６０，１９９３号一 般 会 計

賛成者

全員
５７０，８０８２１７２号国民健康保険特別会計

●平成２２年　第４回定例会（１２月）
　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
や 

　
　
　

町
営
住
宅
地
デ
ジ
予
算
計
上　
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○
職
員
採
用

　

一
般
職
員
及
び
保
育
士
（
幼
稚
園

教
諭
）
を
採
用
す
る
た
め
、
去
る　
１０

月　

日
に
、
教
養
試
験
、
各
種
専
門

１７
試
験
及
び
職
場
適
応
性
検
査
の
全
国

統
一
１
次
試
験
を
受
験
者　

人
で
実

２５

施
、　

月　

日
に
は
、
作
文
と
面
接

１１

１４

に
よ
り
２
次
試
験
を
行
い
、
一
般
職

２
人
、
保
育
士
１
人
の
合
格
者
３
人

を
決
定
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
採
用
予
定
。

２３

○
奈
半
利
会

　
　

月　

日
に
大
阪
市
に
お
い
て　

１０

１７

２１

人
の
参
加
で
関
西
奈
半
利
会
が
、　

１０

月　

日
に
横
浜
市
に
お
い
て　

人
の

２３

２１

参
加
で
東
京
奈
半
利
会
が
、　

月　
１１

２６▲盛会に開催された高知奈半利会

答　

齊
藤
町
長

　

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
、
認
識
が

重
要
で
あ
り
、
一
層
の
職
員
研
修
に

努
め
る
。

　

ま
た
、
入
札
に
関
す
る
基
準
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、
秘
密
の
漏
洩

を
防
ぐ
こ
と
や
職
員
の
負
担
軽
減
を

図
り
た
い
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　

奈
半
利
町
暴
力
団
排
除
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
奈
半
利
町
か
ら
の

暴
力
団
の
排
除
に
つ
い
て
、
基
本
理

念
を
定
め
、
町
、
町
民
、
及
び
事
業

者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
施
策

等
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
、

も
っ
て
住
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活

を
確
保
し
、
社
会
経
済
活
動
の
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
制
定
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

 

◆
意
見
書

○
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
に
向
け
た

抜
本
的
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

竹
内
哲
夫
議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
反
対
す
る
意
見
書

　

提
出
者　

竹
﨑
知
之
武
議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
地
方
整
備
局
並
び
に
出
先
事
務
所

の
廃
止
に
反
対
す
る
意
見
書

　

提
出
者　

大
西
洋
三
議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

●要旨

○職員採用　　○奈半利会　

○地域情報通信基盤整備推進事業

○シーカヤック・シュノーケリング体験観光事業

○なはり健康ウォーク２０１０　

○先進企業との協働の森づくり事業

○文化行事　　○中芸広域連合の取り組みの現状
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日
に
は
、
高
知
市
に
お
い
て　

人
の

４０

参
加
で
高
知
奈
半
利
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　

各
奈
半
利
会
の
参
加
者
か
ら
は
、

ふ
る
さ
と
奈
半
利
町
の
こ
と
を
心
配

し
て
く
れ
た
り
、
心
温
ま
る
応
援
を

い
た
だ
く
な
ど
、
良
い
交
流
の
機
会

と
な
っ
た
。

○
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

推
進
事
業

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
６

２２

月
か
ら
現
地
調
査
を
順
次
開
始
し
、

各
種
資
機
材
の
発
注
を
行
い
、　

月
１０

か
ら
光
ケ
ー
ブ
ル
の
幹
線
敷
設
工
事

に
着
手
、
宅
内
工
事
の
各
戸
へ
の
事

前
調
査
は　

月
下
旬
か
ら
行
い
、
工

１１

事
の
着
手
は
平
成　

年
１
月
か
ら
順

２３

次
実
施
す
る
予
定
。

　

宅
内
工
事
の
申
し
込
み
状
況
は
、

　

月　

日
現
在
１
、
４
２
５
件
の
申

１１

２５

し
込
み
が
あ
り
全
世
帯
数
（
愛
光
園

を
除
く
）
に
対
し
て
約　

％
の
申
込

８５

率
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
工
程
管
理
を
厳
格
に
行

い
、
平
成　

年
２
月
末
の
完
了
を
目

２３

指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
体
験
観
光
事
業

　

平
成　

年
度
に
完
成
し
た
海
辺
の

２１

自
然
学
校
（
奈
半
利
町
海
浜
セ
ン

タ
ー
）
を
拠
点
と
し
て
、
平
成　

年
２２

５
月
１
日
か
ら
、
ガ
イ
ド
付
き
の

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
体
験
観
光
事
業
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
観
光
資
源
で
あ
る

「
サ
ン
ゴ
の
生
息
す
る
美
し
い
海
」

で
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
県

内
外
に
奈
半
利
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
。

　

初
年
度
は
、
ま
ず
町
内
の
子
ど
も

た
ち
に
海
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
１
４
３
人
が
体

験
し
た
。　

　
○
な
は
り
健
康
ウ
ォ
ー
ク　

２
０
１
０

　

去
る　

月　

日
、
多
く
の
住
民
ボ

１０

３１

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
協

力
の
も
と
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

健
康
な
町
な
は
り
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

な
は
り
健
康
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
０
を

開
催
し
、
約
１
０
０
人
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。　

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
や
健
康

管
理
を
目
的
と
し
て
、
参
加
者
全
員

で
約
１
時
間
近
く
ふ
る
さ
と
海
岸
を

楽
し
く
歩
き
、
快
い
汗
を
流
し
た
。

  

▲町民会館前を出発（健康ウォーク）

▲情報通信基盤サブセンター室（役場２階）
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○
先
進
企
業
と
の
協
働
の
森

づ
く
り
事
業

　

去
る　

月　

日
、
奈
半
利
町
タ
ビ

１１

２０

谷
を
会
場
に
「
Ｊ
Ｔ
の
森
奈
半
利
２

０
１
０
秋
の
森
林
保
全
活
動
」
が
開

催
さ
れ
た
。　

　

当
日
は
、
Ｊ
Ｔ
四
国
四
県
の
支
店

か
ら
社
員
と
そ
の
家
族
約　

人
、
地

７０

元
か
ら
は
、
郷
分
生
産
森
林
組
合
や

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
等
を
含
め

約　

人
の
参
加
で
間
伐
作
業
が
行
わ

５０
れ
た
。

　

ま
た
、
タ
ビ
谷
の
会
場
で
奈
半
利

町
特
産
品
で
あ
る
奈
半
利
味
噌
、
イ

カ
の
船
上
天
日
干
し
、
イ
チ
ジ
ク

ジ
ャ
ム
な
ど
の
販
売
を
行
い
大
変
好

評
で
あ
っ
た
。

○
文
化
行
事

　

去
る　

月　

日
か
ら
、
町
民
会
館

１１

１３

に
お
い
て
奈
半
利
町
文
化
協
会
主
催

に
よ
る
「
第　

回
邦
楽
発
表
会
」「
第

３５

　

回
総
合
美
術
展
」「
第　

回
生
け
花

３６

３６

展
」
が
行
わ
れ
た
。

　

観
覧
に
訪
れ
た
方
は
、
５
日
間
で

延
べ
５
０
０
人
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
ら

一
連
の
文
化
行
事
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
町
民
の
多
く
の
方
々
に
文
化

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

○
中
芸
広
域
連
合
の
取
り
組

み
の
現
状

　

消
防

（１）
　

管
内
に
お
け
る
火
災
は
５
月
以
降

発
生
が
な
い
。
今
後
と
も
火
災
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
消
防
職
・
団
員
が
協
力

し
、
一
層
の
火
災
予
防
に
努
め
て
い

く
。　

　

救
急
業
務
は
、
猛
暑
の
影
響
か
ら

熱
中
症
等
の
急
病
者
が
増
加
し
、
昨

年
同
期
に
比
べ
、
出
動
件
数
で　
１７

件
、
搬
送
者
数
で　

人
の
増
加
し

１２

た
。

　

消
防
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
田
野
町
に
お
い
て
用
地
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。　

　

ま
た
、
消
防
職
員
採
用
試
験
を
実

施
し
、
２
人
の
者
を
平
成　

年
４
月

２３

１
日
付
の
採
用
内
定
と
し
て
い
る
。

　

保
健
福
祉

（２）○
母
子
保
健
事
業
は
、
高
知
大
学
の

教
授
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
管
内

の
保
育
園
等
で
発
達
相
談
を
実

施
。

○
健
康
増
進
、
健
康
づ
く
り
事
業

は
、
本
年
度
の
事
業
は
、
ほ
ぼ
終

了
。
そ
の
受
診
状
況
は
、
昨
年
度

よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
。　
　

　

女
性
特
有
の
が
ん
は
、
受
診
が
２

年
に
１
回
の
検
診
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
受
診
者
数
が
減
少
し
て

お
り
、
個
別
通
知
に
よ
る
受
診
勧

奨
を
再
度
行
う
。

　
　

ま
た
、
８
月
に
実
施
し
た
働
き

盛
り
の
年
代
の
方
へ
の
健
診
未
受

診
理
由
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
受
診
啓

発
を
進
め
各
種
健
診
の
受
診
率
向

上
に
努
め
る
。

○
障
害
者
保
健
福
祉
活
動
は
、
障
害

者
の
相
談
支
援
事
業
や
就
労
支
援

体
制
な
ど
の
検
討
を
構
成
町
村
と

と
も
に
協
議
を
進
め
る
。

○
高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
や
介
護

予
防
事
業
の
評
価
な
ど
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
計
画
的

に
実
施
。

○
予
防
接
種
事
業
は
、
風
邪
の
流
行

期
を
迎
え
、　

月
か
ら
季
節
性
並

１０

び
に
新
型
に
対
応
し
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

実
施
。

○
そ
の
他

煙
介
護
保
険

煙
火
葬
場

煙
広
域
観
光

等
の
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

◆
議
会
活
動
状
況
報
告

○
平
成　

年　

月　

日

２２

１１

２９

　

全
員
協
議
会
開
催

　

同
僚
議
員
の
逮
捕
事
件
に
関
し
、

全
議
員
で
対
応
を
協
議
。

　

総
括
と
し
て
、
「
議
会
と
し
て
住

民
の
信
頼
回
復
と
事
件
の
解
決
に
向

け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
」
を
確
認
し
た
。

○
平
成　

年　

月　

日

２２

１２

１５

　

議
員
辞
職
願
を
許
可

　

平
成　

年　

月　

日
に
、
同
僚
議

２２

１２

１５

員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
辞
職
願
を

受
理
し
、
議
長
が　

月　

日
付
で
辞

１２

１５

職
を
許
可
し
た
。

○
平
成　

年　

月　

日

２２

１２

１６

　

地
域
振
興
常
任
委
員
長
に　

　
　

大
西
洋
三
議
員
就
任

　

地
域
振
興
常
任
委
員
長
の
辞
職
を

受
け
、
常
任
委
員
会
を
開
催
。

　

大
西
洋
三
議
員
を
委
員
長
に
、
前

田
勝
亀
議
員
を
副
委
員
長
に
選
任
し

た
。

▲多くの参加で森林保全（協働の森づくり事業）
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問　

厚
生
労
働
省
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
削
っ
た
う
え
に
、
利
用

料
・
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
を
検
討
、

次
期
国
会
で
介
護
保
険
制
度
を
見
直

し
、
２
０
１
２
年
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。

　

そ
の
と
ん
で
も
な
い
内
容
は
、

①
調
理
、
買
い
物
、
掃
除
な
ど
の
生

活
援
助
中
心
の
軽
度
の
人
は
、
保

険
対
象
外
か
、
利
用
料
を
１
割
か

ら
２
割
へ
負
担
増

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
）
作
成
を
有
料
化
で
要
介
護
者

毎
月
千
円
、
要
支
援
者
毎
月
５
０

０
円
負
担
増

介
護
大
負
担
増
に

反
対
を

山
中　

茂　

議
員

③
施
設
は
、
２
～
４
人
部
屋
の
室
料

を
保
険
の
対
象
か
ら
外
し
、
月
５

千
円
負
担
増
等
々
、
こ
れ
で
は
高

齢
者
か
ら
生
き
る
意
欲
を
奪
い
か

ね
な
い
。

　

介
護
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
も

大
変
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
介
護
負
担
増
を
ど
う
考

え
る
の
か
を
問
う
。

負
担
は
限
界
だ
が 

見
直
し
は
必
要

　
答　

齊
藤
町
長

　

介
護
保
険
制
度
は
開
始
か
ら　

年
１０

が
経
過
し
た
。

　

介
護
給
付
費
の
増
大
に
伴
い
、
介

護
保
険
料
や
地
方
公
共
団
体
の
負
担

が
重
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
制
度

と
し
て
、
財
政
的
に
も
持
続
可
能
な

も
の
に
す
る
よ
う
制
度
の
改
正
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
高
齢
者
の
負
担
も
限
界
に

近
づ
い
て
い
る
の
で
、
町
村
長
会
も

四
国
町
村
長
大
会
や
全
国
町
村
長
大

会
で
、
国
に
対
し
介
護
保
険
充
実
と

十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
市
町
村
と
十

分
協
議
す
る
こ
と
、
低
所
得
者
に
対

す
る
軽
減
策
を
国
の
責
任
で
講
じ
る

こ
と
等
の
要
望
を
し
た
。

　

今
後
も
国
に
対
し
強
く
働
き
か
け

て
い
く
。

県
立
図
書
館
建
設
の
一
時 

中
止
と
町
立
図
書
館
の 

建
設
・
充
実
を

問　

町
の
図
書
館
を
建
設
し
て
ほ
し

い
。
建
設
で
き
な
け
れ
ば
図
書
を
充

実
し
て
ほ
し
い
と
の
住
民
の
声
が
大

き
い
。

　

現
在
、
高
知
県
と
高
知
市
の
間
で

一
体
型
図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
検

討
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

県
立
図
書
館
の
役
割
は
、
何
よ
り

も
市
町
村
図
書
館
の
支
援
で
あ
り
、

財
政
的
基
盤
の
弱
い
市
町
村
の
多
い

本
県
に
と
っ
て
は
そ
の
役
割
は
極
め

て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

　

拙
速
な
県
、
高
知
市
の
一
体
型
図

書
館
構
想
は
一
時
中
止
を
し
、
広
く

県
民
と
議
論
す
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
る
が
見
解
は
。

　

ま
た
、
町
立
図
書
館
を
町
民
の
期

待
に
応
え
て
建
設
を
決
断
し
て
は
ど

う
か
。

　

で
き
な
け
れ
ば
、
司
書
的
教
諭
を

配
置
し
、
計
画
的
に
図
書
の
充
実
を

図
る
考
え
は
な
い
か
を
問
う
。

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

▲随時開催される施設サービス担当者会（愛光園）



滑　議会だより　VOL.12011

図
書
の
計
画
的
充
実
を
図
る

答　

濱
中
教
育
長

　

高
知
県
と
高
知
市
が
考
え
て
い
る

新
し
い
図
書
館
の
基
本
構
想
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
県
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
取
り
ま
と
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
新
し
い

図
書
館
が
県
民
に
納
得
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
に
な
る
こ
と
と
、
市
町
村

の
図
書
施
設
へ
の
サ
ー
ビ
ス
支
援

が
、
今
ま
で
以
上
に
充
実
す
る
よ
う

基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　

図
書
館
建
設
は
困
難
だ
が
、
町
民

会
館
の
耐
震
工
事
を
計
画
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
地
域
活
性
化
交
付
金

を
活
用
し
た
図
書
室
の
充
実
を
検
討

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
司
書
的
教
諭
の
配
置
は
で

き
な
い
が
、
高
知
県
事
業
の
読
書
活

動
支
援
員
を
継
続
し
て
配
置
し
、
本

の
整
理
や
修
繕
・
貸
し
出
し
な
ど
を

行
い
、
図
書
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

 

子
ど
も
の
遊
具
の 

安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う

問　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

わ
な
い
人
は
い
な
い
。

　

一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
姿
、
元

気
に
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
る
姿
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
く
だ

け
で
ど
れ
だ
け
地
域
の
人
た
ち
を
元

気
づ
け
て
い
る
か
計
り
知
れ
な
い
。

　

け
な
げ
な
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で

元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

　

先
日
、
全
国
的
に
遊
具
で
の
事
故

が
多
発
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。

　

事
故
の　

％
が
ブ
ラ
ン
コ
の
事
故

４０

で
、
ク
サ
リ
で
指
を
切
断
さ
れ
た

り
、
骨
折
さ
れ
る
事
故
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

子
ど
も
の
遊
具
で
の
事
故
が
な
い

よ
う
安
全
対
策
は
万
全
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

当
町
の
安
全
対
策
は
十
分
か
を
問

う
。

 

答　

濱
中
教
育
長

　

学
校
施
設
整
備
指
針
で
は
、
遊
具

等
は
児
童
の
発
達
段
階
に
応
じ
十
分

安
全
で
あ
る
と
と
も
に
、
運
動
機
能

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
計
画
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
う
た
わ
れ
て
い

る
。

　

当
町
の
遊
具
は
、
認
定
子
ど
も

園
、
奈
半
利
小
学
校
、
加
領
郷
小
学

校
に
、
ブ
ラ
ン
コ
、
鉄
棒
、
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
な
ど
多
数
の
遊
具
が
あ
り

有
効
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

定
期
的
に
遊
具
の
点
検
を
実
施
し
、

安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

な
お
、
ブ
ラ
ン
コ
持
ち
手
部
分
の

安
全
カ
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
と
も
話
し
合
い
、
予
算
が
付
き
し

だ
い
早
急
に
対
応
し
た
い
。

 

▲遊具で遊ぶ子どもたち（奈半利幼稚園）
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交
際
費
の
認
識
を
聞
く

　
　
　
　
　

中
川　

和
明
議
員

　

議
会
議
員
は
、
行
政
を
批
判
、
監

視
す
る
２
つ
の
重
大
な
役
割
を
果
た

す
機
関
で
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の

公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ

て
、
一
部
の
人
た
ち
の
奉
仕
者
で
は

な
い
。

　

憲
法
第　

条
の
規
定
に
、
公
職
に

１５

身
を
置
く
も
の
の
心
構
え
の
基
本
が

示
さ
れ
て
い
る
。
公
務
員
と
し
て
執

行
部
の
対
応
が
、
住
民
に
胸
を
張
っ

て
仕
事
を
し
て
い
る
と
言
え
る
の

か
。
適
切
で
な
い
違
法
な
支
出
、
不

当
と
考
え
る
が
、
行
政
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
奈
半
利
町
長
と
し
て
の
認
識
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。
住
民
の
税
金
で
あ
り
そ
の
対
応

を
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
、
次
の
こ

と
を
問
う
。

視
察
研
修
は
公
務
で
あ
る

問　

公
費
で
の
議
会
議
員
の
視
察
研

修
に
対
し
、
ま
た
、
町
職
員
３
人
は

交
際
費
の
認
識
を
聞

く

中
川　

和
明　

議
員

公
務
で
あ
る
の
に
、
町
長
と
議
長
交

際
費
を
餞
別
と
し
て
８
万
円
支
出
す

る
の
は
不
適
切
で
あ
る
。
交
際
費
の

使
途
が
違
う
と
考
え
る
が
、
町
長
の

認
識
を
問
う
。

交
際
費
の
支
出
の
適
否
は 

監
査
委
員
の
判
断
に
委
ね
る

　
答　

竹
崎
総
務
課
長

　

平
成　

年
１
月　

日
～　

日
の
両

２２

１９

２０

日
に
、
町
議
会
が
和
歌
山
県
へ
行
っ

た
際
に
支
出
さ
れ
た
町
長
３
万
円
、

議
長
５
万
円
計
８
万
円
の
交
際
費
支

出
に
つ
い
て
の
見
解
・
対
応
は
、
こ

の
視
察
研
修
は
町
の
バ
ス
を
使
用

し
、
議
員
７
人
、
議
会
事
務
局
長
、

執
行
部
か
ら
２
人
、
臨
時
職
員
（
乗

務
員
）
１
人
の
計　

人
が
行
っ
て
い

１１

る
。

　

交
際
費
は
、
地
方
公
共
団
体
の
長

ま
た
は
そ
の
他
の
執
行
機
関
が
、
行

政
執
行
上
あ
る
い
は
当
該
団
体
の
利

益
の
た
め
に
、
当
該
団
体
を
代
表

し
、
外
部
と
の
交
渉
を
す
る
た
め
の

経
費
で
あ
り
、
今
回
の
議
会
の
視
察

研
修
に
際
し
、「
寸
志
」
と
し
て
支
出

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

月
９
日
に
こ
の
支
出
に
関
し
て

１２
の
「
住
民
監
査
請
求
」
が
提
出
さ
れ

て
お
り
、
交
際
費
の
支
出
の
適
否

は
、
監
査
委
員
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
べ
き
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
の
で

ご
理
解
を
願
い
た
い
。

旅
費
等
の
適
正
な
支
出
を

問　

奈
半
利
町
一
般
職
の
職
員
の
旅

費
に
関
す
る
条
例
第　

条
及
び
第　

１５

１６

条
で
、
日
当
及
び
宿
泊
料
の
額
は
、

旅
行
先
に
応
じ
、
東
京
都
、
政
令
指

定
都
市
で
は
、
宿
泊
料
は
１
３
、
０

０
０
円
、
そ
の
他
の
県
外
は
、
１
１
、

０
０
０
円
の
規
定
が
あ
る
が
１
人
当

た
り
宿
泊
費
１
５
、
９
０
０
円
、
臨

時
職
員
（
乗
務
員
）
を
含
む
計　

人
１１

分
の
宿
泊
費
を
旅
行
業
務
取
扱
業
者

に
支
出
し
て
い
る
。　

人
分
金
５
３
、

１１

９
０
０
円
の
差
額
分
が
多
く
支
出
さ

れ
条
例
違
反
で
あ
る
。
差
額
分
を
返

還
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

条
例
に
よ
り
正
規
に
支
出

答　

竹
崎
総
務
課
長

　

宿
泊
費
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基

づ
き
旅
費
の
中
で
１
１
、
０
０
０
円

を
支
払
っ
て
い
る
。
１
５
、
９
０
０

円
の
宿
泊
費
の
不
足
分
、
４
、
９
０

０
円
は
個
人
負
担
で
あ
る
。
町
は
条

例
ど
お
り
支
出
し
て
い
る
。

臨
時
職
員
へ
の 

旅
費
等
の
支
出
は
適
正
か

問　

交
際
費
で
餞
別
８
万
円
を
渡
さ

れ
た
。
視
察
研
修
の
バ
ス
の
移
動
車

内
で
、
缶
ビ
ー
ル
や
つ
ま
み
代
に
１

万
４
４
４
円
、
ま
た
懇
親
会
費
に
７

１
、
４
０
０
円
、
２
次
会
懇
親
会
費

に
も
支
払
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
中
か
ら
、
臨
時
職
員
（
乗
務
員
）

１
人
に
も
懇
親
会
費
１
次
会
費
３
、

１
５
０
円
、
２
次
会
費
３
、
６
７
０

円
、
昼
食
費
１
、
５
０
０
円
の
合
計

８
、
３
２
０
円
の
支
出
は
、
違
法
ま

た
は
不
当
で
あ
る
。
懇
親
会
費
を
公

費
で
賄
う
の
は
市
民
感
覚
か
ら
か
け

離
れ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

規
定
に
基
づ
き
支
払
い 

交
際
費
は
監
査
委
員
の
判
断
に

答　

高
橋
副
町
長

　

公
費
の
支
出
は
、
旅
費
で
あ
れ
ば

旅
費
規
程
に
基
づ
き
支
払
い
、
そ
れ

以
上
の
差
額
は
個
人
負
担
で
の
支
払

い
で
あ
る
。　
　
　

　

交
際
費
の
使
途
が
適
当
か
ど
う
か

は
、
住
民
監
査
請
求
が
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
監
査
委
員
の
判
断
に
委
ね

た
い
。

議会を傍聴してみませんか？
あなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化します

次の定例議会は３月中旬です
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町
内
に
在
籍
す
る
住
民
は
そ
れ
ぞ

れ
納
税
の
義
務
が
あ
り
、
行
政
は
、

そ
れ
で
得
た
税
収
や
、
国
か
ら
の
交

付
金
等
に
よ
り
町
有
財
産
や
道
路
、

水
路
を
は
じ
め
、
水
道
施
設
等
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の
受
け
る

平
等
性
の
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
果

た
し
て
満
足
の
い
く
行
政
運
営
が
執

行
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
が
持
た
れ

る
が
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

問　

町
内
の
簡
易
水
道
事
業
は
、
昭

和　

年
ご
ろ
に
敷
設
開
始
と
な
り
、

４８
耐
用
年
数
の　

年
を
目
前
と
い
う
こ

４０

と
か
ら
、
本
年
度
よ
り
順
次
敷
設
替

え
と
な
る
こ
と
は
、
一
歩
前
進
と
し

て
、
こ
れ
ら
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
こ
れ

ら
の
恩
恵
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
方

が
車
瀬
と
久
礼
岩
地
区
に
い
る
。

　

特
に
、
車
瀬
の
平
山
地
区
の
住
民

水
道
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

受
益
は
住
民
平
等
に

竹
内　

哲
夫　

議
員

に
お
い
て
は
、
当
町
の
水
道
事
業
開

始
の
際
、
郷
地
区
（
車
瀬
・
中
里
・
百

石
等
）
の
給
水
源
の
井
戸
用
地
と
し

て
、
水
田
を
町
に
売
却
し
、
当
町
水

道
事
業
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
る
と
い
う
事
実
を
十
分
承
知
し

た
う
え
で
の
今
日
ま
で
の
対
応
な
の

か
。

　

夏
場
の
渇
水
期
の
苦
労
を
行
政
が

考
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、　

年
間
も

４０

こ
の
問
題
を
放
置
す
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
が
、
対
応
を
問
う
。

住
民
と
の
話
し
合
い
で 

　

未
配
水
地
域
解
消
へ
努
力

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

当
町
の
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

古
く
か
ら
整
備
に
努
め
、
平
野
部
に

お
け
る
簡
易
水
道
、
山
間
部
で
は
、

飲
料
水
供
給
施
設
等
の
整
備
に
努

め
、
当
町
で
は
２
つ
の
簡
易
水
道
と

６
つ
の
飲
料
水
供
給
施
設
に
よ
り
水

道
事
業
を
営
ん
で
い
る
。

　

郷
山
手
簡
易
水
道
は
、
昭
和　

年
４２

１
月　

日
に
本
村
簡
易
水
道
と
統
合

３０

し
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
施
設
整
備

の
時
に
は
、
ポ
ン
プ
場
用
地
と
し
て

住
民
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
る
。

　

本
村
簡
易
水
道
施
設
は
、
奈
半
利

川
近
く
の
ポ
ン
プ
場
か
ら
配
水
池
へ

水
を
送
り
貯
水
し
、
自
然
流
下
式
に

よ
り
配
水
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

現
在
の
配
水
池
よ
り
高
い
地
域
に
お

い
て
は
、
地
理
的
要
件
に
よ
り
配
水

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

未
給
水
地
域
の
方
々
は
、
夏
場
な

ど
の
渇
水
期
に
大
変
な
ご
努
力
を
さ

れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
庁
内
及
び

町
民
の
方
と
よ
く
話
し
合
い
、
問
題

解
消
に
向
け
努
力
し
た
い
。

答　

齊
藤
町
長

　

特
に
、
水
関
係
で
、
山
間
部
で
は

飲
料
水
供
給
施
設
が
整
備
さ
れ
て
な

い
地
域
が
、
車
瀬
の
平
山
地
区
と
久

礼
岩
地
区
、
そ
し
て
池
里
開
拓
地
区

の
３
カ
所
に
個
人
管
理
の
と
こ
ろ
が

あ
る
。

　

平
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
水
源

地
、
配
水
施
設
等
整
備
で
き
る
可
能

性
を
地
元
の
方
と
協
議
を
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

 

▲本村簡易水道配水池
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問　

改
定
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領

は
、
主
要
教
科
の
学
習
内
容
が
４
割

も
増
え
た
。そ
し
て
、
授
業
時
間
は
、

１
割
程
度
の
増
と
さ
れ
て
い
る
。

　

小
学
校
は
、
平
成　

年
度
か
ら　

２１

２２

年
度
ま
で
を
移
行
期
間
と
し
、
平
成

　

年
度
か
ら
完
全
実
施
、
中
学
校

２３は
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

２１

２３

を
移
行
措
置
期
間
と
し
て
平
成　

年
２４

度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
る
。

　

こ
の
移
行
期
間
に
理
科
、
算
数
、

数
学
な
ど
は
先
行
実
施
さ
れ
た
。

　

移
行
措
置
期
間
に
、
教
育
課
程
や

学
校
運
営
な
ど
で
課
題
は
な
か
っ
た

か
。
改
善
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
く
学
校
教
育
の
充
実
向
上
に
つ

い
て
、
基
本
的
な
行
政
方
針
を
問

う
。移

行
措
置
期
間
の
教
育
課
程
や

学
校
運
営
な
ど
に
課
題
は
な
い

答　

濱
中
教
育
長

　

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま

改
定
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領

の
実
施
に
伴
う
学
校
教
育
の

充
実
・
向
上
に
つ
い
て
問
う

前
田　

勝
亀　

議
員

え
た
各
教
科
・
領
域
の
全
体
計
画
や

年
間
指
導
計
画
の
見
直
し
と
職
員
間

の
理
念
の
共
有
化
、
授
業
研
究
、
教

材
の
開
発
、
学
習
評
価
、
学
習
指
導

要
領
の
検
討
、
小
学
校
外
国
語
活
動

の
計
画
的
な
準
備
に
留
意
し
、
適
切

に
準
備
を
進
め
て
お
り
、
移
行
措
置

期
間
の
教
育
課
程
や
学
校
運
営
な
ど

に
課
題
も
な
く
進
ん
で
い
る
。

　

基
本
的
な
行
政
方
針
は
、「
生
き

る
力
」
の
理
念
を
継
承
し
、
基
礎
基

本
と
な
る
知
識
・
技
能
を
し
っ
か
り

と
身
に
付
け
、
そ
れ
を
活
用
す
る
活

動
を
通
し
て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
な
ど
を
育
成
し
、
合
わ
せ
て
学

習
意
欲
を
育
む
「
確
か
な
学
力
」
を

つ
け
る
こ
と
と
道
徳
教
育
や
体
育
、

安
全
教
育
や
食
育
な
ど
を
発
達
の
段

階
に
応
じ
て
充
実
さ
せ
て
い
く
「
豊

か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育
成
を

図
る
こ
と
で
あ
る
。

問　

学
習
内
容
が
大
幅
に
増
え
る
の

で
、
授
業
時
間
が
足
り
な
く
な
る
。

　

小
学
校
の
授
業
時
間
は
、
６
年
間

で
５
、
６
４
５
時
間
と
な
り
２
７
８

時
間
、
中
学
校
は
、
３
年
間
で
３
、

０
４
５
時
間
と
な
り
１
０
５
時
間
増

え
る
。

　

学
習
指
導
要
領
は
、
学
校
が
児

童
、
生
徒
に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
学
習
内
容
な
ど
ま
と
め
た
教
育
課

程
の
最
低
基
準
で
あ
り
、
授
業
時
間

を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
行
事
な
ど

の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を

問
う
。

授
業
時
数
は
確
保
さ
れ
て
い
る

答　

濱
中
教
育
長

　

授
業
時
数
は
、
毎
学
期
ご
と
の
時

数
管
理
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
実

施
時
数
は
余
裕
を
持
っ
て
組
ん
で
い

る
た
め
裁
量
で
き
る
時
間
が
あ
り
、

足
ら
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
確
保
さ

れ
て
い
る
。

　

学
校
行
事
等
の
見
直
し
と
精
選
を

図
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
そ
の
視
点

で
の
指
導
計
画
の
見
直
し
は
行
っ
て

き
た
。
地
域
と
連
携
し
た
行
事
や
地

域
と
の
協
力
に
よ
る
体
験
型
行
事
は

大
事
な
教
育
活
動
と
考
え
て
い
る
の

で
、
行
事
自
体
を
安
易
に
削
減
す
る

や
り
方
で
は
な
い
方
法
の
見
直
し
は

必
要
で
あ
る
。

問　

改
定
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
く
教
材
や
備
品
の
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
を
問

う
。

指
導
内
容
に
準
拠
し
た
教
材
・
備

品
は
予
算
措
置
し
条
件
整
備
す
る

　
答　

濱
中
教
育
長

　

教
材
整
備
は
、
理
科
の
改
定
で
、

実
験
や
観
察
の
充
実
の
た
め
、
計
量

機
器
や
実
験
器
具
、
標
本
な
ど
を
点

検
し
て
、
国
庫
補
助
金
に
よ
り
教
材

や
備
品
の
必
要
数
は
確
保
し
て
い

る
。

　

全
教
科
対
象
で
は
、
電
子
黒
板
、

パ
ソ
コ
ン
等
Ｉ
Ｔ
備
品
が
整
備
で
き

て
い
る
。

　

外
国
語
活
動
で
は
、
平
成　

年
度

２３

か
ら
小
学
校
５
・
６
年
生
は
、
週
１

時
間
の
実
施
と
な
り
、
移
行
期
間
中

か
ら
児
童
用
の
教
材
で
あ
る
「
英
語

ノ
ー
ト
」
、
教
師
用
の
指
導
教
材
、
音

声
教
材
、
電
子
黒
板
で
も
活
用
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
教
材
が
国
か
ら
配
布
さ

れ
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
指
導
内
容
に
準
拠
し
た
教

材
購
入
等
の
検
討
が
さ
れ
て
お
り
、

予
算
措
置
を
行
い
、
可
能
な
限
り
条

件
整
備
を
す
る
。

▲サッカーを楽しむ中学生
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町
県
民
税
申
告
と
納
税
に
つ
き

ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
さ
い
ま
す
。

　

本
年
も
申
告
の
時
期
が
ま
い
り

ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
、
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。

　

申
告
の
際
、
必
要
な
も
の　

☆
印
鑑

☆
所
得
額
の
わ
か
る
資
料

　

給
与
・
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、

生
命
保
険
の
満
期
や
個
人
年
金
の

支
払
通
知
な
ど

☆
事
業
所
得
者
の
場
合
は
所
得
額
の

計
算
に
必
要
な
記
録
簿

☆
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震

（
旧
長
期
損
害
）保
険
料
控
除
証
明

書
☆
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
料
の

支
払
額
の
わ
か
る
書
類

☆
国
民
年
金
保
険
料
控
除
の
適
用
を

受
け
る
場
合
は
、
年
金
機
構
発
行

の
証
明
書
、
ま
た
は
領
収
書
（
領

収
日
が
平
成　

年
中
の
も
の
）
が

２２

必
要
で
す

☆
医
療
費
の
支
払
額
の
わ
か
る
書
類

☆
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方
は
、

ご
本
人
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座

番
号
が
わ
か
る
も
の

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
…　

○
安
芸
税
務
署
で
は
、
１
月
か
ら
確

幻
弦

験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験

定
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

幻
弦

験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験

申
告
期
間
中
は
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
告
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○
上
記
相
談
日
以
外
で
も
３
月　

日
１４

ま
で
は
、
役
場
で
所
得
税
の
確
定

申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

所
得
申
告
に
あ
た
っ
て　

○
所
得
税
と
町
県
民
税
で
は
、
各
種

控
除
に
お
い
て
町
県
民
税
の
方
が

控
除
額
が
少
な
い
な
ど
、
制
度
上

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

所
得
税
は
非
課
税
で
も
町
県
民
税

が
課
税
に
な
る
場
合
や
、
逆
に
町

県
民
税
は
非
課
税
で
所
得
税
が
課

税
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
控
除
で
き
る
も
の
が
あ
る
場

合
は
所
得
申
告
の
際
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

○
町
県
民
税
で
は
、
障
害
者
、
未
成

年
者
、
寡
婦
ま
た
は
寡
夫
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が　

万
円
以

１２５

下
の
方
は
、
各
種
控
除
額
に
関
係

な
く
非
課
税
と
す
る
措
置
が
あ
り

ま
す
。
障
害
者
、
寡
婦
ま
た
は
寡

夫
の
場
合
、
所
得
控
除
も
あ
り
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
所
得
申

告
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○　

歳
以
上
で
介
護
保
険
法
に
基
づ

６５く
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
く
て
も
、　

月　

日

１２

３１

現
在
の
介
護
度
の
現
況
に
よ
っ
て

障
害
者
控
除
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
中
芸
広
域
連
合
介
護
サ
ー
ビ

ス
課
（
電
話
（
３
２
）
１
１
６
５
）

に
申
請
し
、
交
付
を
受
け
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
適
用
と
身
体
障
害

者
手
帳
等
に
よ
る
障
害
者
控
除
を

重
複
し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

○
上
記
の
相
談
日
が
都
合
の
わ
る
い

方
は
役
場
総
務
課
で
も
申
告
の
受

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
確
定
申
告
以
外
の
方
は
１
月
か
ら

町
民
税
国
保
税
の
所
得
申
告
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
申
告
の
必
要

な
方
は
、
お
早
め
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
、
保

険
税
の
算
定
の
た
め
、
所
得
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
の
必
要
な
い
人　

１.

確
定
申
告
ま
た
は
町
・
県
民
税

の
申
告
を
し
た
人

２.

給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
給
与

支
払
報
告
書
が
会
社
か
ら
役
場

に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

３.

公
的
年
金
等
以
外
に
所
得
が
な

い
場
合
で
、
公
的
年
金
等
支
払

報
告
書
を
役
場
に
提
出
し
た
人

　

申
告
の
必
要
な
人　

　

右
記
以
外
の
人
で
、
国
民
健
康
保

税
の
納
税
義
務
者
及
び
そ
の
世
帯
に

属
す
る
国
保
加
入
者
（
注
意
）

　

所
得
税
や
町
・
県
民
税
の
申
告
の

必
要
な
し
、
と
い
わ
れ
た
所
得
額
の

人
で
も
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

は
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
も
の　

　

印
鑑
、
申
告
に
必
要
な
書
類
（
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支
払
者
の
証

明
書
な
ど
）

　

申
告
期
限　

　

平
成　

年
３
月　

日
（
火
）ま
で

２３

１５

　

そ　

の　

他　

１.

所
得
の
申
告
が
遅
れ
る
と
、
保

険
税
が
追
加
徴
収
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

２.

所
得
金
額
が
軽
減
措
置
に
該
当

す
る
方
で
も
、
申
告
を
し
な
い
と

軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
先　　

奈
半
利
町
役
場

総
務
課　

国
保
税
係

　

電
話
番
号　

０
８
８
７
—
３
８
—
４
０
１
１

　

お
・
知
・
ら
・
せ　
煙
煙
煙　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙
煙
煙　
　
　

　　

■
国
保
税
の
申
告
は

お
早
め
に　
!!

平
成　

年
度
（
平
成　

年
分
所
得
）

２３

２２

町
・
県
民
税
申
告
の
ご
案
内

時　間
左記以外の日
（祝日除く）

相談区域場　所相談日

午前９時３０
分～午後４
時（正午～
午後１時は
休憩）

１月２６日（水）～２８日（金）
（上記期間役場で受付）

加領郷、大原、西
の平

高知県漁協加
領郷支所
（２階和室）

１月２５日
（火）

２月２日（水）～４日（金）
（上記期間役場で受付）

法恩寺､東浜､生木
､弓場、宮の岡､六
本松､平､花田、宇
川､須川､久礼岩

福祉センター
２月１日
（火）

２月９日（水）～１０日（木）
（上記期間役場で受付）

車瀬、中里、百石、
樋ノ口、上長田

樋ノ口憩いの家
２月８日
（火）

２月１６日（水）～１８日（金）
（上記期間役場で受付）

下長田、東町、
平松、立町

奈半利町役場
２月１５日
（火）

２月２３日（水）～２５日（金）
（上記期間役場で受付）

横町、米ケ岡、池
里、港町

奈半利町役場
２月２２日
（火）
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　 歳 か ら 国 民 年 金

年金手帳は大切に保管しましょう

国民年金の給付は、３種類の基礎年金があります

　日本に住む20歳から60歳未満のすべての人は、国民年金に加入し、保険料を納めることになっ

ています。

　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が残ったときや、一家の働

き手が亡くなったときなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。

　ただし、加入の届け出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられないこともありますので、

「あの時に…」と後悔する前に、国民年金に加入しましょう。

　加入の手続きは、市（区）役所または町村役場の国民年金担当係または年金事務所へお尋ねく

ださい（20歳前に就職して厚生年金等に加入中の方は、加入手続きは不要です）。

　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方の場合は、「学生納付特例」や「若年者

納付猶予」など保険料の支払いを猶予する制度がありますので、市（区）役所または町村役場で国

民年金の加入手続きと併せて申請してください。

　公的年金制度では、すべての制度に共通して使用される基礎年金番号が用いられています。

　国民年金や厚生年金に加入すると基礎年金番号が記載された年金手帳が交付され、加入記録

や保険料の納付状況などがこの番号で管理されます。

　年金手帳は年金に関する手続きの際に必要となりますので、大切に保管してください。

　新成人の皆さんおめでとうございます

老齢基礎年金
65歳から生涯受けられま
す。

障害基礎年金
病気やケガで障害の状
態になった方が受けられ
ます。

遺族基礎年金
夫が亡くなったときに子
のある妻または子が受け
られます。

第２号被保険者第３号被保険者第１号被保険者
被保険者の
種 類

会社員、公務員など第２号被保険者に扶養され

ている配偶者

２０歳以上６０歳未満の自営業

の方、農林漁業の方、学生の

方など

対 象 者

厚生年金保険率

16．058％
（平成２２年９月現在）

労使折半で保険料負担

被保険者本人は保険料負担

を要しない。配偶者の加入し

ている年金の保険者が負担

国民年金保険料

【定額】15，100円
（平成２２年度）

保 険 料

基礎年金の国庫負担割合については、平成２１年４月１日より、それまでの３分の１から２

分の１へ引き上げられました。
国 庫 負 担
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　60歳未満の国民年金第1号被保険者であって年間６０日異常農業に従事している方であれば、男女
の区別なく誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。

　自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受ける金額が決まる「積立方式（確定拠出
型）の年金ですので、少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。
（注）運用の結果得られる年金原資が、積み立てた保険料の総額を下回らないという保証はありませんが、安全性を重

視した運用方法や、６５歳の年金裁定時運用収入の累計額ができるだけマイナスとならないようにする準備金の仕
組み等を導入しています。

　保険料は、加入者自らが必要とする年金額の目標に向けて自由に決められ（月額２万～７万７千円）、
経営の状況や老後設計に合わせていつでも見直すことができます。

　農業者老齢年金は、原則６５歳から生涯受け取ることができます。
　仮に８０歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の額の
現在価値に相当する額を、ご遺族に死亡一時金として支給します。

　支払った保険料は、全額（１人当たり最高年額８０万４千円）が社会保険料控除の対象となり、所得税・住
民税が節税になります（支払った保険料の１５～３０％程度が節税）。
　保険料を農業者年金基金が運用して得られる収益（運用益）は非課税です。
　将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます（６５歳以上の方は公的年金等の合計額
が１２０万円までは非課税）。

　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定
の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高１万円、通算すると最大で２１６万円）があります。
　この国庫補助額に見合う年金は、農地等の経営継承をすれば原則６５歳から特例付加年金として受給
できます。農地等の経営継承の時期についての年齢制限はなく、本人の体力などに応じて需給の時期
を決められます。

❶農業者の方なら広く加入できます

❷農業者の方なら広く加入できます

❸保険料額は自由（月額２万～６万７千円）に設定・増減が可能です

❺税制面で大きな優遇措置があります

❻認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります

❹終身年金で80歳までの保証付きです

※　この試算は、65歳までの付利利率が2.30％、65歳以降の予定利率が1.55％となった場合の試算です。
　　付利利率2.30％は農業者年金において期待される運用収益をもとに設定した率、予定利率1.55％は農林
水産省告示（H21.4.1施行）により定められている率です。
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農業者年金基金の お 知 ら せ



国際交流員

★

マッキンタイア・　
　　　　　ジャラ

　近頃、だんだんと寒くなり、町中のイチョウは華やかな黄葉をみせてい
ます。それを眺めているだけで、私は嬉しい気分になります。年末休みも
どんどん近づいていますので、今回はオーストラリアの年末休みについて
書きたいと思います。
　
　オーストラリアでは12月 25、26 日と、１月１日は祝日と定められていま
す。さらに、27日から31日まで仕事を休む人が多いため、連休が少ないオ
ーストラリアではクリスマスは大切な休日になっています。また、南半球に
位置するオーストラリアにとって12月は真夏が近づいているため、クリス
マスの数日前から学校が夏休みに入り、学生にとっても年末休みは大切な
時期です。

　日本でもクリスマスを家族と一緒に過ごすことを大切とする傾向があ
るようですが、オーストラリアやアメリカに比べるとまだまだではないでし
ょうか。オーストラリア人にとってクリスマスは日本の大晦日に匹敵するよ
うな、家族と過ごす最も大事な時期なのです。オーストラリアのクリスマ
ス・デイはほとんどの人が家族と一緒に祝っているため、スーパーやレス
トランなどの多くの店が休業、公共交通機関も休止となり、まさに国が止
まっているかのような一日となります。一方、オーストラリアの大晦日は家
族と一緒に過ごすこともありますが、パーティーを開催したり、打ち上げ
花火大会に出かけたりする人がほとんどで、オーストラリア人にとっては
日本人にとってのクリスマスのようなものなのかもしれません。
　日本のクリスマス習慣はだいたい英語圏の習慣をそのまま引き継いだ
ものなので、オーストラリアの習慣とそれほど違いは無く、オーストラリア
でもアメリカなどと同じように、ほとんどの家庭で家をクリスマス・イル
ミネーションで飾ったり、クリスマス・ツリーを立てたりします。そして24
日の夕方には、たくさんの人たちがクリスマス・イルミネーションを見る
ために車で出かけるので、年に364日間の静かな道もたちまち渋滞となっ
てしまいます。

　一つ他国と違った点といえば、24日の夜にストリートパーティー（同じ道
沿いに住む人が野外で行うパーティー）を行うことです。参加者はよくサ
ンタの服装をして、クリスマス・イルミネーションを見るために道を通る
人に飴などのプレゼントを与えたり、「メリー・クリスマス」と声をかけ合っ
たりします。これは夏のクリスマスだからできることであって、日本だと寒
くてできませんね。クリスマス・デイに、とても豪華なランチと晩御飯を
楽しむのも英語圏の習慣の一つで、オーストラリアは夏のため、家庭での
野外バーベキューを楽しむことが人気です。

　26日はオーストラリアで「ボクシング・デー」と呼ばれる祝日です。クリ
スマスに続く祝日ですが、町はクリスマスとは違った雰囲気に包まれます。
店や交通機関も再開し、州によってはデパートやショッピング・センター
が午前５時といったような朝早い時間から開き、大幅な割引のセールを行
うでことで、お買い得商品を目当てに出かける人が殺到する一日でもあり
ます。また、この日にオーストラリアの総理大臣によって選ばれた選手から
なるオーストラリア代表のクリケット・チームの試合がメルボルン市で行
われ、テレビで観戦する人もとても多くいます。今年はイギリスと対決す
る予定なので、今頃みんな楽しみにしていることでしょう。
　
　クリスマス一つにしてみても、このようにそれぞれの国によって様々な
文化、価値観などがあるので、異国の文化を知るということはとても楽し
いことだと思います。僕は今回日本のクリスマスを知ることができたの
で、また一つ勉強になりました。皆さんも興味があれば、調べてみてはい
かがでしょうか。

Seasons greetings to ya’ll

オーストラリアの年末休み。
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親子でおはな
し会＆クリス

マスパーティ
ー

親子でおはな
し会＆クリス

マスパーティ
ー

親子でおはな
し会＆クリス

マスパーティ
ー

親子でおはな
し会＆クリス

マスパーティ
ー

親子でおはな
し会＆クリス

マスパーティ
ー

イ ベ ン ト

　平成22年12月18日（土）、町民会館にて、奈半利小学校PTAを中心として、各学校のPTAのお母さん会に
よる「親子でおはなし会＆クリスマスパーティー」が行われました。
　賛美歌とイルミネーションが来場者を迎え、講師の小松睦先生夫妻のパネルシアターから始まり、岩崎貴
美子先生も加わって、手作りの紙芝居や読み聞かせをしていただきました。

　その後、プラスチックの板に絵を書いてキーホルダーを作り、クラッカーの合図とともに、クリスマスソン
グが流れる中、みんなでケーキをいただきました！ 子どもは49人、大人は22人の参加があり、わいわいと、
とても楽しい時間を過ごすことができました。

　快くご協力くださった、お母さん会のみなさん、お父さん方、ありがとうございました！
「このような機会がまたありますように…。」

お手伝いをかってでてくれた『サンタガールズ』
どのジュースにしますか～？
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　去る１１月１２日（金）にホテルなはりにおいて、ジャズグループ「シロクマ楽団」を招き、「Jazz Night 
in なはり」が開催されました。

　このコンサートは、なはり浦の会が主催となり、会場であるホテルなはりの協力を得て開催されたもので、
「シロクマ楽団」リーダーの木崎氏と、浦の会会員でもある認定こども園園長東氏が、友人関係であったこ
とにより、木崎氏の厚意で本格的な演奏会に触れることの少なかった奈半利町において、ジャズコンサート
を開催できることとなりました。

　コンサート本番に先立ち、前日、１１日には、認定こども園（幼稚・保育）で園児や保護者などが、また
老人保健施設「ヘルシーケアなはり」においては、入所者の皆さんや介護士さんなどが、ジャズの軽快な
リズムや歌、そして童謡や懐かしいポップスの生演奏を堪能しました。

　本番演奏会では、ホテルなはりの大広間に１００人余りの観客が集まり、家族的な雰囲気の中、アンコー
ルも含め１時間半あまりの間、ジャズの生演奏や軽妙なトークに酔いしれました。
　また、楽団の歓迎会が、弓場・浜田邸において催され、“土佐のおきゃく”を楽しんでいただきました。
木崎氏によると「旅先でこのように家族的な歓迎を受けた記憶がない。ぜひ、今後も奈半利町でコンサー
トを開催したいので声をかけてほしい」とのコメントを残され、奈半利を後にしました。

ジャズ演奏会
「Jazz Night in なはり」
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こんに
ちは

作り方

①ごはんが熱いうちに（合わせ酢）を混ぜ、酢飯を作る。

②にんじんは型抜きしてゆで、残りはみじん切りにする。

③さやえんどうはすじを取ってゆで、４枚は斜め半分に切

り、残りはせん切りにする。

④フライパンを熱し、ひき肉とみじん切りにした②を入れ

て炒め、Ａで調味し、そぼろを作る。

⑤卵はよくほぐし、Ｂを加える。フライパンに油を熱してう

す焼きにし、せん切りにする。

⑥型に、半量の酢飯、④、せん切りのさやえんどう、残りの酢

飯、⑤の順につめてラップをして押す。

⑦型とラップをはずし、残りのにんじんとさやえんどうを

飾る。

おやこの食育教室
　私達ヘルスメイトは、幼稚園や小中学校に出向き、いろいろな食育活動を実践しています。

　その中で今回は、奈半利小学校１年生の親子で実施した「おやこの食育教室」についてご紹介します。

　子ども達ができることを中心にサポートし、親子で楽しみながら料理の楽しさを知ってもらうと同時に、お父さ

ん・お母さんにも五感で感じて料理をすることの大切さ、食育の大切さを再確認してもらい、家庭にて親子で料理

をするきっかけづくりのお手伝いができたらという考えのもと教室を行いました。

　
　
☆親子で身につけよう、よい食習慣
１日３回の食事をきちんと食べていますか。

規則的にバランスのよい食事をし、成長期に必要なたん

ぱく質や鉄、カルシウムなどを十分取るよう心掛けま

しょう。

子どもの健やかな心とからだを育むには、よい食習慣を

身につけることが大切です。

そして何より、「家族と食べる」ことが食育の第一歩。家族

で楽しく食べることは、心を豊かにし、安定した情緒を

育みます。

　　　・規則正しく食事を取る

　　　・家族と一緒に楽しい食卓を囲む

　　　・自分で料理を作ることなどから

　　　　多くのこと（食育）を学ぶ

デコレーションずし

　「直径18㎝のケーキ型」

材料（４人分）

ごはん ８００ｇ

＜合わせ酢＞

　　酢 大さじ２・１/２

　　砂糖 大さじ１

　　塩 小さじ１/２

とりひき肉 １００ｇ

にんじん ６０ｇ

　　砂糖 小さじ２

　　しょうゆ 大さじ１

さやえんどう ４０ｇ

卵 ２個

　　砂糖 小さじ１

　　塩 少々

サラダ油 小さじ１
簡単に作れるおすしです。

ちょっとしたおもてなしの時などにも、

見栄えのする１品ができます！

A

B
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なはりきれいな町をつくろう会
活動報告について
　なはりきれいな町をつくろう会では、１１月２８日（日）に、農地・水向上活動として、農道・水
路法面の草刈り作業を実施いたしました。
　当日は妙見ノ西～中里における、ほ場整備区域内の主要農道・用水路の法面を中心に草刈り作
業を実施し、２５人以上のボランティアの方々に参加していただきましたおかげで、きれいになりま
した。ご参加いただきまして本当にありがとうございました。
　今後もなはりきれいな町をつくろう会への皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　農道法面の草刈り作業　

▲ つくろう会の皆様方



みんなで支える学校　みんなで育てる子ども

学校支援地域本部事業 学校支援
ボランティアとは？

　学校のニーズに応じて、学校の
教育活動の支援を行います。学校
やボランティア活動に意欲と関心
をお持ちの方であれば、どなたで
も参加できます。

子どもにとって…
◆ボランティアの専門的な知識や経験により、
子どもたちの学習に対する興味や関心が高
まります。
◆多くのボランティアと接する中で、コミュニ
ケーション能力や自尊感情が高まります。
◆周りの人たちへの感謝の気持ちや地域への
愛着が深まります。

ボランティアにとって…
◆子どもたちと、かかわることが楽しみとなり、
ひいては生きがいにもつながります。
◆自分の新しい能力に気づいたり、自分の特技
を生かしたりすることができます。
◆学びたい、学習したいという意欲が生まれま
す。

先生にとって…
◆これまでに増して、子どもたちのがんばりや
良さに気づくことができます。
◆ボランティアからほめ方や子どもたちとの接
し方について学ぶことができます。
◆家庭や地域との連携を一層深め、「開かれた
学校づくり」を進めることができます。
◆教員だけでは担いきれない、あるいは必ずし
も教員だけがすべてを行う必要のない業務
について地域が支援することにより、教員が
より教育活動に専念でき、より多くの時間を
子どもと向き合うことや授業準備に充てられ
るようになるなど、学校教育のさらなる充実
が図られます。

学校支援のための
ボランティア活動の

加小　春玉ねぎ苗植え支援

幼稚園　餅つき大会支援

加小　イカの一日干し
　イカのさばき方指導

メ リ ッ ト

　幼稚園・小学校・中学校でボランティアとしてお手伝いをしてくださる学校支援ボランティア「なはり
スクールサポーター」は随時募集しています。
　ご興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

■問い合わせ　奈半利町教育委員会　学校支援ボランティア係　☎ ３８－８１８８

12 2/

12 10/
12 14/
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みんなで支える学校　みんなで育てる子どもみんなで支える学校　みんなで育てる子ども

学校支援地域本部事業学校支援地域本部事業学校支援地域本部事業

奈小　６年生習字指導

奈小　ピッタリタイムレース安全指導

奈中　卓球部　クラブ活動支援

奈中　花の苗植え支援

10 11月 月 10 29/

11 12/ 12 3/

 現在奈半利町では、１００人を超える方が『なはりスクールサポーター』として登
録してくださり、幼稚園・小学校・中学校などでのクラブ活動や行事など、様々な
場面で学校支援ボランティアとして活躍してくださっています。
 今回は、『なはりスクールサポーター』の方々の１１月・１２月の活動の様子をご紹
介したいと思います。

滑　なはり広報　No.27425
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11
 9

TUE
『奈半利山の日』で森林を守る活動に参加        『奈半利山の日』で森林を守る活動に参加             『奈半利山の日』で森林を守る活動に参加        

恒例のマラソン大会開催

　豊かな森林の恵みに感謝し、森林や山を守ることの重要性に対する理解と関心を深め、県民一人ひとりが森林を守
る活動に参加し、また自ら行動することによって山を守り育て、次世代へと引き継いでいくことを制定趣旨として、11
月11日を『こうち山の日』として制定しています。
　これに伴い、11月9日（火）に平山地区を会場とし、奈半利町郷分生産森林組合主催によるイベント『奈半利山の日』
に、中学2年の生徒が授業の一環として参加をしました。
　午前中は、森林環境学習や林業体験学習で枝打ちや間伐の必要性を学び、実際体験も行いました。
　昼食では、見晴らしの良いイベント会場で、ヨネガオカ米で作ったおにぎりで昼食を頂きました。

　午後からは、郷分生産森林組合との意見交換を行い、森林の保全を一緒に考えました。
　その後コンサートが行われ、野外での演奏に参加者は心を奪われました。
　郷分生産森林組合をはじめ、また多くの森林関係者の方々により、多くのことを学ぶことができいい経験になりまし
た。ご協力ありがとうございました。

　「山は自分たちにとってすごく大事なものだということが改めて分かりました」「昔の人の想いを受け継いで、奈半利
川をきれいにしたり、山を緑豊かにしていきたいです」など生徒たちは、このイベントを通じて次世代へ引き継いでくれ
ると思います。
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　12月15日（水）自分たちの限界に挑戦！！を合言葉に校内マラソン大会を行いました。
　当日は少し肌寒い中、男子4km・女子3kmのコースに76人の生徒がチャレンジし、保護者や地域の方の声援を受け全
員が完走することができました。応援ありがとうございました。

12
15
WED

『奈半利山の日』で森林を守る活動に参加             

恒例のマラソン大会開催恒例のマラソン大会開催恒例のマラソン大会開催

　結果は以下のとおりです。

中学生男女別 トップ3
▼男子
順位 　氏　名 学年 　タイム
 1 田中　尚人 2 13分21秒
 2 田中　勇人 3 14分13秒 
 3 和田　侑晟 3 15分02秒

▼女子 
 順位 　氏　名 学年 　タイム
 1 山中美登里 2 12分52秒
 2 池田　奈央 2 13分06秒
 3 東野　微夏 2 13分44秒



奈半利中学校部活日記
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12
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12
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12

18
SAT

Vol.5

第１７回
安芸地区中学校新人球技大会

野野
○軟式野球

◇１回戦
　▶奈半利 ５－１ 佐喜浜

◇準決勝
　▶奈半利 ０－１ 市安芸　

◇３位決定戦
　▶奈半利 ０－１ 室戸

球部

◇予選リーグ
　▶奈半利 ２８－５２ 馬路
　▶奈半利 ４６－４１ 吉良川

◇決勝トーナメント
１回戦
　▶奈半利 ２６－５０ 清水ヶ丘

◇３位決定戦
　▶奈半利 １５－４２ 佐喜浜・県安芸

○今回の新人球技大会を応援していただいた皆様方ありがとうございました。
　何とか念願の公式戦一勝をあげることができました。今回も、ケガ・体調不良の者がおり、万全のチーム状態ではありません
でしたが、全員が出せる力を出し切って良い試合ができました。生徒たちは、まだまだ今回の結果以上の力を持っています。
もっと上を目指して来年も頑張っていきますので、どうかこれからも温かい目で見守っていただき、奈半利中学校バスケットボー
ル部の応援よろしくお願いします。       　コメント　バスケットボール部監督

○１回戦から3位決定戦まで、辛抱強く、粘り強く最後まで投げきった西野投手の体力、精神力を褒めてあげたいです。
　しかし、今大会では打撃での課題が残ったので、基本に戻り一人ひとり技術面の向上を図り、チーム全体の底上げをして
いきたいと考えています。
○応援してくださった、バスケ部・先生・保護者の方々、子どもたちの力になっていただきありがとうございました。 

コメント　野球部監督

西野投手　魂のこもった力投

待ちに待った念願の意味ある一勝！！
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中芸広域
リサイクルセンター

缶として出してはいけないもの
⑴農薬・ペンキ・食用油・オイルの缶など
　（中身を使いきり、金属ゴミとして出
しましょう）
⑵一斗缶（カゴに入れると、いっぱいにな
るので粗大ゴミとして出しましょう）
⑶スプレー・殺虫剤・カセットボンベなど
　（中身を使いきり、危険なので穴を開
けてガス抜きをして有害･危険ゴミ
として出しましょう）

缶として出していいもの

たばこのすいがらなどの異物
は必ず取り除きましょう。

ゴミ出しのゴミ出しの
ルールルールを守ってを守ってきれいなきれいな街！！

ゴミ出しの
ルールを守ってきれいな街！！

カンを出す前の注意事項（きちんと守りましょう）カンを出す前の注意事項（きちんと守りましょう）カンを出す前の注意事項（きちんと守りましょう）

＊収集日としては、毎月各週各曜日に収集しています。　
ゴミ収集日程表を確認して出してください。カンの処理の仕方カンの処理の仕方カンの処理の仕方

奈
半
利
町

奈
半
利
町

奈
半
利
町

奈半利町

茶缶・海苔缶
菓子缶・ミルク缶等

缶詰飲料缶

北川村のリサイクルセンターへ配
送をし、選別機械へ入れアルミ・
スチールに分類し、各品目にプレ
スをして業者に引き渡します。

収集員が朝7：30から収集します。
注意：缶･ビンと同じ収集日なので

カゴを間違わないように
出してください。

回収については、指定日
の前日、ゴミステーショ
ンに上記の回収容器（カ
ゴ）を設置します。

リサイクル
業者

1 異物を取り除きます
どんなに最後まで飲み切っても、少
量の中身は残るもの。大量のあき缶
が集まる集積所では、残った中身が
混じり合い、異臭の原因になってい
ます。水でゆす
いだ後も、きち
んと水を切るよ
うにしましょう。

2 軽くゆすぎます
回収容器に出すときは、持ち
寄るときに使ったビニール袋
などは必
ず持ち帰
ります。

3 かんだけを出します

　奈半利町ではリサイクルの推進、ゴミの減量化に取り組んでいます。
ゴミを減らすのは、皆さん一人ひとりのご理解とご協力が必要です。今
までリサイクルに取り組んできたのですが、もう一度確認していただい
て、リサイクルについて考えてみましょう。

今回はカン　　　について紹介します。今回はカン　　　について紹介します。今回はカン　　　について紹介します。

混ぜればゴミ！分ければリサイクル！！

の
り

ジュースジュースジュース

＊またビン・缶の金属製キャップも同じ指定されたカゴへ入れてください
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詳しくは自衛隊高知地方協力本部  安芸地域事務所までご連絡ください。
安芸市本町3丁目11‐5（Smile Aki前2F）　　電話　0887－35－2749

URL　　　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/  　　　
携帯サイト  http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

平成23年度『予備自衛官補』募集平成23年度『予備自衛官補』募集平成23年度『予備自衛官補』募集

　 問い合わせ先

　非常勤の特別国家公務員として、それぞれの職業に従事しながら年間５日～十数日の訓練に参
加し社会（国）に貢献できる制度です。　
■受験資格
　　一般公募：18歳以上34歳未満
　　技術公募：18歳以上で保有する技能により53～55歳未満　
■受付期間　第１回：１月11日（火）～４月６日（水）　第２回：７月 19日（火）～10月 5日（金）
　　　　　　注：第１回で採用予定数に達した場合、第２回は実施しない場合があります。　
■試 験 日　第１回：４月15日（金）～４月18日（月）　第２回：10月14日（金）～10月17日（月）
　　　　　　注：いずれか１日を指定されます。


